
2022 年度 瀬戸内の資源を考えるプロジェクトレポート 

プロジェクトの目的  基町/尾道/宮島といった市立大学に通学する学生らが暮らしている広島であるが、あ

まり知られていない歴史や環境はほぼ無限に存在するだろう。場所や環境の成り立ちの背景を学習及び体験し

作品制作を通じて広島の持つ魅力や課題、資源等の再発見に取り組む。 

実施スケジュール 

7/5（火）初日ガイダンス 

地域展開型授業での訪問先予定地（基町・横川 / 尾道 /宮島）の意図やスケジュールなどを確認。外部講師、

山懸元先生による宮島に関しての講義受講。 

視察 1) 7/6  (水) 宮島へリサーチ、視察など 

宮島では宮島の外周を視察するためクルーズを実施。外部講師、山懸元先生に同行頂き、各ポイントで随時歴

史に関しての説明を行って頂いた。 

視察 2) 7/7（木）基町プロジェクトスペース・M98・Unite・レジデンススペース・展示スペースなどの視察基

町の歴史や大学の施設を知ると同時に横川に点在している広島市立大学がこれまで行ってきたアートプロジェ

クトや今後展開予定のスペースなどの説明を、講師、片島蘭さんから説明頂き、地域と連携・協働しながら美

術という領域でどのように社会と関わる事ができるのか、方法論を探った。 

視察 3) 7/8 (金） 尾道空き家プロジェクトの現場を視察 

尾道大広間にて NPO法人 尾道空き家再生プロジェクト専務理事 新田 悟朗氏のレクチャーを受講後、ガウディ

ハウス→北村洋品店→三軒家アパートメントなどを視察、尾道における過疎化問題や空き家を再生するプロセ

スや実施例などを視察。

7/12～14 現地見学や制作に関してのディスカッションを個人面談形式で 1人 1人行った。 

視察 4) 7/20（水） 中工場エコリアム視察 

7/15～27リサーチした資料をベースに大学のアトリエで制作。 

＊演習期間中は必要に応じて随時、個人またはグループ単位での面談やディスカッションを行いながら制作を

進めた。 

7/28（木） 学内での講評会、及びディスカッション 

9 月に unite・ make・ MAW で開催予定の有志展に向けてのグループディスカッションを行い、今後有志展に向

けての役割を作り担当の分担を行った。また図面を共有しながら展示場所の策定、各自展示方法のシュミレー

ションを行い、展示に使用する道具や部材の準備を各自で確認して行うように確認。展示方法に関しては必要

であればアドバイスを行った。 

9/8（木）・9（金） unite・ make・ MAW にて搬入作業 

両日ともに作業時間は 12:00〜18:00。担当教員（志水）が搬入・搬出ともに公用車(タイタン)を利用し、持参

できない立体作品や展示台、工具などを運び、セッティングや搬入・搬出のサポートを行った。チラシの作成

などのプロセスの指導も行う。(基本的には学生が主体となって実施) 



宮島での視察風景 7/6 



基町での視察風景 7/7 



尾道での視察風景 7/8 



エコリアムでの視察風景 7/20



プロジェクトでの成果等 

プロジェクトで制作した作品群を大学の施設である unite・ make・ MAW、３つのスペースをお借りして、15名

からなる有志展を行った。 

有志展を開催するにあたって、グループディスカッションや作品の情報共有を行い、今後、告知・搬入・運営・

搬出などに向けての役割作成し担当の分担を行い、展示空間の図面を共有しながら各々の展示場所の策定、各

自が展示方法のシュミレーションを行う事によって、展覧会を開催するまでのポスター・チラシの制作や告知

方法など、また展示に使用する道具や部材の準備を各自で確認して行うようにする事で責任を持って展示を行

う意識を高めるように促した。 

芸術学部美術科油絵専攻３年 15 名による有志展(Steel Flames)展 9/10～17。搬入 9/8.9 搬出 9/18。 
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MAW での展示風景 



 

Makeでの展示風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 



 

Uniteでの展示風景 

 

 

 

 

 

 

 

  

 




